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議案第５５号  

羽生市民農園条例の一部を改正する条例  

羽生市民農園条例（平成７年条例第２３号）の一部を次のように改

正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１）  改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するとき

は、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２）  改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３）  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改  正  後  改  正  前  

（目的）  （目的）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 羽 生 市 民 農 園

（以下「市民農園」という。）を設

置し、貸付けに供することにより、

市民の農業に対する知識の普及啓発

を図るとともに、健康的でゆとりの

ある生活を確保し、もって農業の振

興を促進することを目的とする。  

第１条  この条例は、市民の農業に対

す る 知 識 の 普 及 啓 発 を 図 る と と も

に、健康的でゆとりのある生活を確

保し、もって農業の振興を促進する

ため、羽生市民農園（以下「市民農

園」という。）の設置及び管理につ

いて、必要な事項を定めることを目

的とする。  

（名称及び位置）  （名称及び位置）  

第２条  （略）  第２条  （略）  

（設備）   

第 ３ 条  市 民 農 園 の 設 備 （ 以 下 「 設

備」という。）は、農機具小屋、簡

易トイレ及び水道設備とする。  

 

（利用できる者の資格）  （利用できる者の資格）  

第４条  市民農園を利用できる者は、

市内に住所を有する者とする。  

第３条  市民農園を利用できる者の資

格は、規則で定める。  

（貸付条件）  （貸付条件）  

第５条  市民農園の貸付けは、野菜又

は草花（以下「農作物」という。）

を栽培することを条件とする。  

第４条  市民農園の貸付けは、野菜若

し く は 草 花 （ 以 下 「 農 作 物 」 と い

う 。 ） を 栽 培 す る こ と を 条 件 と す

る。  

（募集の方法）  （募集の方法）  
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第６条  市民農園の利用を希望する者

の募集は、市広報紙等により行うも

のとする。  

第５条  市民農園の利用希望者の募集

は、市広報紙等により行うものとす

る。  

（利用の申込み）  （利用の申込み）  

第７条  （略）  第６条  （略）  

（貸付けの決定）  （貸付けの決定）  

第８条  市長は、前条の規定により申

込みをした者（次項において「申込

者」という。）の中から貸付けすべ

き者を決定するものとする。  

第７条  市長は、前条に定める申込者

の中から貸付けすべき者を決定する

ものとする。  

２  （略）  ２  （略）  

（賃貸借契約）  （賃貸借契約）  

第９条  前条の規定により貸付けの決

定を受けた者は、速やかに市と市民

農園賃貸借契約（以下「契約」とい

う。）を締結するものとする。  

第８条  前条の規定により、貸付決定

を受けた者は速やかに市民農園賃貸

借契約（以下「契約」という。）を

締結するものとする。  

（契約期間）  （契約期間）  

第１０条  契約期間は、契約を締結し

た日からその日の属する年度の末日

までとする。  

第９条  前条の契約期間は、２年とす

る。  

２  市長は、前条の規定により契約を

締 結 し た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い

う。）から契約更新の申出があった

ときは、その内容を審査し必要と認

めたときは、契約期間を１年更新す

ることができる。  

２  市長は、前条の規定により契約を

締 結 し た 者 （ 以 下 「 利 用 者 」 と い

う。）から契約更新の申出があった

ときは、その内容を審査し必要と認

めたときは、契約期間を２年更新す

ることができる。  

（使用料）  （使用料）  

第１１条  （略）  第１０条  （略）  

（使用料の減免）  （使用料の減免）  

第１２条  （略）  第１１条  （略）  

 （使用料の納付）  

 第１２条  第１０条に規定する使用料

の納付に関し、必要な事項は規則で

定める。  

（使用料の還付）  （使用料の還付）  

第１３条  市長は、既納の使用料は還

付しないものとする。ただし、市長

がやむを得ない事情があると認めた

ときは、当該使用料の一部又は全部

を還付することができる。  

第１３条  市長は、既納の使用料は還

付しないものとする。ただし、市長

がやむを得ない事情があると認めた

ときは、当該使用料の一部若しくは

全部を還付することができる。  

（行為の制限）  （行為の制限）  

第１４条  利用者は、市民農園内にお 第１４条  利用者は、市民農園内にお
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いて次に掲げる行為をしてはならな

い。  

いて次の各号に掲げる行為をしては

ならない。  

（１）・（２）  （略）  （１）・（２）  （略）  

（３）  樹木を植え付け、又は栽培

すること。  

（３）  樹木を植付け若しくは栽培

すること。  

（４）  （略）  （４）  （略）  

（５）  貸付農地以外に立ち入り、

他の利用者又は周辺住民に迷惑を

及ぼすこと。  

（５）  貸付農地以外に立ち入り、

他の利用者若しくは周辺住民に迷

惑を及ぼすこと。  

（６）・（７）  （略）  （６）・（７）  （略）  

（貸付農地等の管理）  （貸付農地等の管理）  

第１５条  利用者は、貸付農地及び設

備の適切な維持管理を行い、常に環

境の整備保全に努めなければならな

い。  

第１５条  利用者は、貸付農地及び施

設の適切な維持管理を行い、常に環

境の整備保全に努めなければならな

い。  

（契約解除の申出）  （農器具の利用）  

第１６条  利用者は、契約を解除しよ

うとするときは、規則で定めるとこ

ろにより、市長に申し出なければな

らない。  

第１６条  市長は、農作物の栽培管理

に必要と認めた農器具を備え、利用

者 の 無 償 の 利 用 に 供 す る も の と す

る。  

（契約の解除）  （契約の解除）  

第１７条  市長は、市民農園を管理す

る上で特に必要と認めたとき、又は

利用者が次の各号のいずれかに該当

すると認めたときは、契約を解除す

ることができる。  

第１７条  市長は、市民農園の管理す

るうえで特に必要と認めたとき、又

は利用者が次の各号のいずれかに該

当すると認めたときは、契約を解除

することができる。  

（１）  利用者から前条の規定によ

る申出があったとき。  

 

（２）  偽りその他不正な手段によ

り借り受けたとき。  

（１）  偽りその他不正な手段によ

り借り受けたとき。  

（３）  （略）  （２）  （略）  

（４）  （略）  （３）  （略）  

（５）  第４条に規定する資格又は

第５条に規定する条件に適合しな

いとき。  

（４）  第３条及び第４条に規定す

る利用者の資格及び貸付条件に適

合しないとき。  

（貸付農地の返還）  （貸付農地の返還）  

第１８条  利用者は、契約期間が満了

したとき、又は前条の規定により契

約を解除されたときは、速やかに貸

付農地を原状に復し市に返還しなけ

ればならない。  

第１８条  利用者は、契約期間が満了

したとき又は前条の規定により契約

を解除されたときは、速やかに貸付

農地を原状に復し市に返還しなけれ

ばならない。  

（地位の承継）  （地位の承継）  
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第１９条  利用者が死亡し、又は居所

不明となったときは、当該利用者の

同居の親族は、貸付農地の利用の地

位の承継を申し出ることができる。  

第１９条  利用者が死亡し又は居所不

明となったときは、同居の親族は貸

付農地の利用の承継の申出ができる

ものとする。  

２  （略）  ２  （略）  

（損害賠償）  （損害賠償）  

第２０条  市長は、第１０条第１項の

契約期間の満了、第１７条の規定に

よる契約の解除又は天災、病害虫、

盗難その他の原因によって発生した

農作物の損害に対しては、その責任

を負わない。  

第２０条  市長は、第９条第１項及び

第１７条の規定による契約期間の満

了及び契約の解除、若しくは天災、

病害虫、盗難、その他の原因によっ

て 発 生 し た 農 作 物 の 損 害 に 対 し て

は、その責任は負わない。  

２  利 用 者 は 、 設 備 を 損 傷 し た 場 合

は、その損害を賠償しなければなら

ない。  

２  利用者は、市民農園の施設若しく

は農器具を損傷、若しくは紛失した

場合は、その損害を賠償しなければ

ならない。  

別表（第１１条関係）  別表（第１０条関係）  

区分  使用料（１年につき）  

東大

和農

園  

３０平方メートル ９，０００

円  

３９平方メートル １１，７００

円  

４０平方メートル １２，０００

円  
 

区分  使用料（１年につき）  

東大

和農

園  

３０平方メートル ６，０００

円  

３９平方メートル ７，８００

円  

４０平方メートル ８，０００

円  
 

  

附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、令和９年４月１日から施行する。ただし、次項の規

定は、公布の日から施行する。  

（準備行為）  

２  この条例による改正後の羽生市民農園条例第７条の規定による利

用の申込み、第８条の規定による貸付けの決定、第９条及び第１０

条の規定による契約その他の準備行為は、この条例の施行の日前に

おいても、行うことができる。  

令和８年９月７日提出  
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埼玉県羽生市長  斎  藤  万紀子    

  


